
資格の学校ＴＡＣ 2024年合格目標
教員採用試験ガイダンス

教員採用試験
ガイダンス

試験までのスケジュールや
倍率、試験傾向など

１．試験日程と教員になるまで

２．試験内容

３．試験の倍率

４．今後やるべきこと

（後半「TACの講座紹介」へつづく）

1

2

3

4

1．試験日程と教員になるまで

1 2 3 4

1 2 3 4 1-0．公立学校と私立学校

公立学校 私立学校

採用者 都道府県
（・政令指定都市）

各学校

方法 定期採用
（毎年夏１回）

不定期採用

採用者数 3万4,274人
※2021年実施試験

欠員募集

出願 募集要項発表
（例年3～4月）

各学校に確認

1 2 3 4

1-1．試験日程（2022年実施）
1 2 3 4

参考 2023年実施試験日程 (4/18時点)

※一般選考の筆記試験の試験日です。別日程で面接や実技試験が実施される場
合がありますので、必ずご自身で各自治体の実施要項をご確認ください。

1次（筆記） 自治体 1次（筆記） 自治体

6/11(日) 鳥取県 7/8(土) 島根県、岡山県、岡山市、山口県

6/17(土) 高知県 7/9(日) 関東、九州、沖縄県

6/18(日) 北海道・札幌市 7/15(土) 広島県・広島市、石川県、徳島県

6/24(土) 関西 7/16(日) 富山県、香川県

6/25(日) 茨城県、滋賀県 7/21(金) 愛媛県

7/1(土) 長野県、静岡県、静岡市、
浜松市、福井県 7/22(土) 東北、東海

7/2(日) 新潟県、新潟市 7/23(日) 兵庫県

1 2 3 4
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1-2．来年以降の変更点（重要！）

・1次試験日の前倒し
（６月16日が標準日）

1 2 3 4

・複数回実施を導入

・1次試験の全国共同実施を検討
〇 受験チャンスが増える

〇 学習負担を分散できる

1-3．大学3年生前倒し受験

1 2 3 4

今年の採用試験から、いくつかの自治体で新しい試みが始まりました。

大学３年次等に、前倒しして1次試験の一部（または全部）を受験できるよう
になりました。

例）東京都 教員採用試験 ※出願期間終了

メリット

２．試験内容

1 2 3 4
2-0．試験の種類

人物試験筆記試験

１次試験 ２次試験

1 2 3 4

試験の種類

人物試験筆記試験

１次試験 ２次試験

1 2 3 4

2-1．筆記試験

一般教養教職教養 専門教養

1 2 3 4
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一般教養教職教養 専門教養

1 2 3 4

筆記試験
教職教養

教育法規

教育原理

教育心理

教育史 教育時事

1 2 3 4

一般教養教職教養 専門教養

1 2 3 4

筆記試験
一般教養

自然科学人文科学 社会科学 一般時事

1 2 3 4

国語
英語
芸術

数学
物理
化学
生物
地学

地理
日本史
世界史
公民

一般教養教職教養 専門教養

1 2 3 4

筆記試験
専門教養

専門内容
学習

指導要領

1 2 3 4
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試験の種類

人物試験筆記試験

１次試験 ２次試験

1 2 3 4

2-2．人物試験

面接試験論文試験 実技試験

1 2 3 4

人物試験

面接試験論文試験 実技試験

1 2 3 4

論文試験

•学校教育に関するテーマに関する論述

文章力 論理性

教職教養 教職への熱意

一般的な論文試験
（入試・一般企業等）

教員採用試験

1 2 3 4

人物試験

面接試験論文試験 実技試験

1 2 3 4

面接試験

1.個人面接（集団面接）

・20～30分
・一般質問（志望動機等）
・教育質問（教職教養等）
・場面指導

・15～60分
・1グループ5～8人
・テーマは自治体傾向あり

2.集団討論（集団協議）

・3～15分／1人
・テーマは事前or当日
・専門教科or生徒指導

3.模擬授業

・児童生徒、保護者対応
・口頭試問型
ロールプレイ型

4.場面指導

1 2 3 4
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人物試験

面接試験論文試験 実技試験

1 2 3 4

実技試験
1 2 3 4

音楽 保健体育

英語 美術

など

2-3．人物試験の実施状況

68

論文 個人面接 集団面接 模擬授業 場面指導

33 28 41 32
自治体 自治体 自治体 自治体 自治体

（全68自治体）

1次試験から面接試験を
実施する自治体 25/68自治体

※2020年実施試験

1 2 3 4

2-4．人物試験の配点

※2022年実施試験

1 2 3 4

教職教養・一般教養 100点
専門教養 100点
論文 40点
個人面接 200点
模擬授業 60点
実技 120点

教職教養・一般教養 100点
専門教養 200点
集団面接 100点
個人面接 180点
模擬授業 120点
実技 100点

神
奈
川
県

兵
庫
県

1次

2次

1次

2次

2-4．人物試験の配点

※2022年実施試験

1 2 3 4

教職教養・一般教養 100点
専門教養 100点
論文 40点
個人面接 200点
模擬授業 60点
実技 120点

教職教養・一般教養 100点
専門教養 200点
集団面接 100点
個人面接 180点
模擬授業 120点
実技 100点

神
奈
川
県

兵
庫
県

1次

2次

1次

2次

ウエイトが大きい

2-4．人物試験の配点

※2022年実施試験

1 2 3 4

教職教養・一般教養 100点
専門教養 100点
論文 40点
個人面接 200点
模擬授業 60点
実技 120点

教職教養・一般教養 100点
専門教養 200点
集団面接 100点
個人面接 180点
模擬授業 120点
実技 100点

神
奈
川
県

兵
庫
県

1次

2次

1次

2次

多くの自治体は
2次試験の結果のみで

合否判定
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2-4．人物試験の配点

※2022年実施試験

1 2 3 4

教職教養・一般教養 100点
専門教養 100点
論文 40点
個人面接 200点
模擬授業 60点
実技 120点

教職教養・一般教養 100点
専門教養 200点
集団面接 100点
個人面接 180点
模擬授業 120点
実技 100点

神
奈
川
県

兵
庫
県

1次

2次

1次

2次

そもそもの配点が高い

ほとんどの自治体において、

最終合否は2次試験の
結果だけで決まる

2～3

2-5．2次試験の倍率

倍
なぜ難関と

言われるのか？

新卒

既卒

採用者数全体における
新規学卒者・既卒者の割合

A．ライバルのレベルが高いから

採用者の約60%が既卒者
既卒者の約85%が教職経験者

※2021年実施試験

1 2 3 4

3．試験の倍率

1 2 3 4
1-1．全国の平均倍率の推移

1 2 3 4

競争率が高い
高知県 8.8倍

沖縄県 7.9倍

神戸市 7.3倍

徳島県 5.5倍

堺市 5.5倍
・

・

・

1-2．自治体別の倍率

※2021年実施試験

1 2 3 4

・

・

・

山形県 2.6倍

佐賀県 2.5倍

福岡市 2.4倍

長崎県 2.4倍

富山県 2.0倍

競争率が低い

1-3．校種別の倍率

※2021年実施試験

1 2 3 4

9.0 倍

7.2 倍

2.8 倍

5.4 倍

4.7 倍

2.5 倍

栄養教諭

養護教諭

特別支援学校

高等学校

中学校

小学校
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1-4．教科別の倍率

※2022年実施試験

国語 2.6倍 生物 2.3倍

地歴 3.9倍 英語 1.8倍

公民 4.1倍 音楽 3.6倍

数学 2.0倍 美術 2.1倍

物理 1.6倍 保健体育 6.2倍

化学 2.0倍 養護 5.3倍

1 2 3 4

3-2．採用者数の見通し

※（出典）文部科学省

採用者数減＝競争率増

年々合格するのが難しくなる

1 2 3 4

４．今後やるべきこと

1 2 3 4

対策する 決める

調べる

1 2 3 4

対策する

決める

調べる

1 2 3 4

□ 自治体の方針・募集要項
□ 過去問の傾向・出題範囲

□ 志望自治体
□ 併願するかどうか
□ いつ・何を対策するか

□ 筆記試験対策（範囲が広い）
□ 人物試験対策（時間がかかる）
□ モチベーション・学習計画

TAC講座案内へ

つづきます


